大阪府条例第　　　号

大阪府認定こども園の認定の要件に関する条例の一部を改正する条例　
　　　　　　　　　　　　（略）
	改正後
	改正前

	
	

	第二章　幼保連携型認定こども園以

外の認定こども園の認定の

要件
　　　　　　　　（略）

（学級の編制）

第五条　満三歳以上の子どもであって、幼稚園と同様に一日に四時間程度利用するもの及び保育所と同様に一日に八時間程度利用するもの（以下「教育及び保育時間相当利用児」という。）に共通する四時間程度の利用時間については、満三歳以上の子どもについて学級を編制し、各学級ごとに少なくとも一人の職員に担当させなければならない。

２　一学級の子どもの数は、満三歳以上満四歳未満の子どもについては二十五人以下とし、満四歳以上の子どもについては三十五人以下とする。

３　前項の規定にかかわらず、教育及び保育を適切に行うことができると知事が認める場合には、満三歳以上満四歳未満の子どもで編制する一学級の子どもの数は、三十五人以下とすることができる。
４　学級は、学年の初めの日の前日において同じ年齢にある子どもで編制することを原則とする。
　　　第三章　幼保連携型認定こども園の

設備及び運営に関する基準
（略）
（学級の編制）

第三十一条　満三歳以上の園児については、教育課程に基づく教育を行うため、学級を編制するものとする。

２　一学級の園児の数は、満三歳以上満四歳未満の園児については二十五人以下とし、満四歳以上の園児については三十五人以下とする。

３　前項の規定にかかわらず、教育及び保育を適切に行うことができると知事が認める場合には、満三歳以上満四歳未満の園児で編制する一学級の園児の数は、三十五人以下とすることができる。

４　学級は、学年の初めの日の前日において同じ年齢にある園児で編制することを原則とする。

	　　　　　　　　（略）

（学級の編制）

第五条　短時間利用児及び長時間利用児に共通する四時間程度の利用時間については、満三歳以上の子どもについて学級を編制し、各学級ごとに少なくとも一人の職員に担当させなければならない。

２　一学級の子どもの数は、満三歳以上満四歳に満たない子どもについては二十五人以下とし、満四歳以上の子どもについては三十五人以下とする。
３　前項の規定にかかわらず、教育及び保育を適切に行うことができると知事が認める場合には、満三歳以上満四歳に満たない子どもで編制する一学級の子どもの数は、三十五人以下とすることができる。この場合においては、第一項の規定にかかわらず、当該学級については、少なくとも二人の職員に担当させなければならない。



	
	


　　　　　　　　　（略）
十月二十七日提出分（抜粋）
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